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( 2)

　

こ
の
建
物
は
「
北
調
節
池
排
水
機
場
」

と
言
い
、
群
馬
県
の
地
域
機
関
で
あ
る
館

林
土
木
事
務
所
が
建
設
し
た
と
分
か
り
、

担
当
で
あ
る
工
務
第
二
課
長
の
太
田
稔
さ

ん
は
、
経
緯
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
板
倉
川
流
域
は
、
渡
良
瀬

川
と
利
根
川
に
挟
ま
れ
た
盆
地
状
の
低
湿

地
帯
の
た
め
、
既
設
の
ポ
ン
プ
規
模
を
超

え
る
雨
が
降
る
と 
湛  
水 
が
発
生
し
や
す
い

た
ん 
す
い

内
水
地
帯
で
し
た
。
平
成
５
年
か
ら
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
現
在
の
朝
日
野
・
泉
野
）

の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を

実
施
す
る
中
、
水
害
の
な
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
国
の
河
川
治
水

事
業
の
補
助
を
受
け
て
板
倉
川
河
川
改
修

事
業
が
始
ま
り
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区

域
か
ら
出
る
排
水
と
板
倉
川
上
流
の
湛
水

時
間
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
い
ず
み
の
公

園
内
に
調
節
池
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
調
節
池
は
、
台
風
な
ど
の
時
に　

万
立

66

方
メ
ー
ト
ル
の
容
量
を
確
保
す
る
た
め
、

台
風
が
接
近
す
る
ま
で
の
間
、
池
の
水
を

強
制
的
に
排
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
排
水

機
場
が
必
要
と
な
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
」。

　

排
水
機
場
内
に
は
、
２
１
０
馬
力
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
が
２
台
、　

キ
ロ

30

ワ
ッ
ト
の
電
動
モ
ー
タ
ー
が
１
台
の
合
計

３
台
あ
り
、
フ
ル
稼
働
で
毎
秒
３
・
８
ト

ン
で
す
が
、　

万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を

66

排
出
す
る
の
に　

時
間
か
か
り
ま
す
。
大

48

雨
が
降
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で「
邑
楽
・

館
林
地
域
か
ら
千
キ
ロ
圏
に
台
風
が
近
づ

い
た
時
、
昼
夜
を
問
わ
ず
土
木
事
務
所
で

台
風
の
進
路
予
想
を
把
握
し
た
う
え
で
検

討
し
、
土
木
事
務
所
長
が
排
水
機
の
運
転

を
決
定
す
る
」
と
太
田
さ
ん
は
説
明
し
ま

す
。「
昨
年
は
４
回
稼
働
。
特
に
７
月
に
上

陸
し
た
台
風
６
号
の
時
は
、
板
倉
川
上
流

に
１
８
１
ミ
リ
の
雨
が
降
り
、
一
定
の
水

位
を
超
え
た
水
が
板
倉
川
沿
い
の 
越  
流 

え
つ 
り
ゅ
う

 
堤 
か
ら　

万
立
方
メ
ー
ト
ル
調
節
池
に
入

て
い

46

安
全
な
町
づ
く
り
の
一
環
で

建
設
さ
れ
ま
し
た

排
水
機
場
内
は

最
新
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す

■レポーター

広報編集委員

小 野 光 江

◆北調節池排水機場の全景。外観は蔵

のように見えます。右側写真上段から

順に「最新の設備の整った操作端末」「排

水機場のポンプのエンジン」「越流堤」

館
林
市
方
面
か
ら
板
倉
町
へ
車
を
走
ら
せ
板
倉
工
業
団
地
を
過
ぎ

る
と
、
橋
の
左
手
に
蔵
の
よ
う
な
建
物
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
道

路
を
利
用
す
る
か
た
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
「
ど
ん
な
建
物
な
の

か
？
」
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
素
朴
な

疑
問
か
ら
、
こ
の
建
物
に
つ
い
て
取
材
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
白
い
建
物

こ
の
白
い
建
物

実
は
排
水
機
場
で
す

実
は
排
水
機
場
で
す

(3) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

り
、
洪
水
の
調
節
が
で
き
た
」
と
、
排
水

機
場
や
調
節
池
の
機
能
を
実
際
の
数
値
を

交
え
て
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
毎
回
雨

量
は
違
い
ま
す
し
、
周
辺
が
公
園
や
宅
地

な
の
で
藻
や
草
が
生
え
な
い
よ
う
、
通
常

は
一
定
水
位
を
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
想
像
以
上
に

大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
排

水
機
は
特
に
降
雨
期
（
６
月
〜　

月
）
は

11

稼
動
で
き
る
よ
う
に
、
月
一
回
専
門
の
業

者
に
点
検
を
委
託
し
、
し
か
も
緊
急
の
ポ

ン
プ
稼
動
時
も
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う

に
そ
の
業
者
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
、
万
全
を
期
し
て
い
る
と
の
説
明

で
し
た
。
ま
た
、
設
備
は
最
新
設
備
を
整

え
て
あ
り
、
３
６
０
度
回
る
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
で
調
節
池
の
様
子
が
見
え
ま
す
。「
台
風

の
時
は
、
水
位
や
降
雨
の
様
子
の
ほ
か
ラ

イ
ト
を
つ
け
て
調
節
池
な
ど
に
人
が
近
づ

い
て
い
な
い
か
ど
う
か
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
年
度
で
通
信
シ
ス
テ
ム

の
設
備
も
整
い
、
館
林
市
内
に
あ
る
土
木

事
務
所
で
遠
隔
操
作
が
で
き
、
危
険
性
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
工
事

第
三
係
の
内
藤
功
さ
ん
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
最
新
設
備
を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚

き
ま
し
た
。

　

排
水
機
場
の
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
の
意
図

に
つ
い
て
質
問
を
投
げ
か
け
る
と
、
太
田

さ
ん
は
「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
中
で
周
囲
の

施
設
景
観
と
の
連
続
性
と
経
済
性
を
考
慮

に
入
れ
、
外
壁
は
蔵
づ
く
り
で
土
塀
の
よ

う
に
作
り
違
和
感
を
な
く
し
た
」
と
説
明

し
、
一
見
排
水
機
場
と
思
え
な
い
建
物
が

で
き
た
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。
屋
上
は

展
望
台
を
作
り
、
一
般
に
開
放
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
開
放
に
当
た
り
、
展
望
台
と

階
段
は
公
園
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
展
望

台
と
階
段
の
美
化
清
掃
は
板
倉
町
、
大
き

な
補
修
は
土
木
事
務
所
で
と
、
板
倉
町
と

施
設
の
管
理
協
定
を
平
成　

年　

月
に
結

14

10

ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
、排
水
機
場
内
は
、

依
頼
が
あ
れ
ば
そ
の
つ
ど
見
学
に
も
対
応

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
取
材
を
通
し
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
建
設
に
あ
た
り
豊
か
な
自
然
と
調
和
を

保
ち
、
水
害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

排
水
機
場
内
の
一
室
で
お
話
を
伺
っ
た

後
に
展
望
台
か
ら
下
を
見
る
と
、
整
備
さ

れ
た
公
園
と
調
節
池
が
調
和
し
太
陽
の
光

を
受
け
輝
い
て
い
て
板
倉
町
の
歌
「
光
と

水
と
緑
と
」
の
歌
詞
が
浮
か
び
ま
し
た
。

そ
し
て
視
線
を
だ
ん
だ
ん
上
に
向
け
る
と

板
倉
町
内
の
田
園
風
景
、
そ
の
向
こ
う
に

山
々
が
見
え
、
す
て
き
な
景
色
で
し
た
。

池
に
近
づ
い
て
み
る
と
、
護
岸
は
自
然
石

が
使
わ
れ
、
安
ら
ぎ
と
自
然
に
あ
ふ
れ
た

水
辺
空
間
が
あ
り
、
野
鳥
が
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
し
て
い
る
の
を
見
て
心
が
和
み
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
お
い
で
に
な
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
ら
ぎ
と
自
然
に
あ
ふ
れ
た

水
辺
空
間
が
あ
り
ま
す

◆北調節池排水機場の屋上から

東洋大学板倉キャンパスの方角

を臨むと、左のような風景が広

がっています。

◆排水機場付近の平面図、断面図は左図

および下図の通り。

なお「ＹＰ＝Ｔ. Ｐ- 0. 840」で、Ｔ. Ｐは

東京湾平均潮位を基準とし、ゼロと標示

した時の標高。
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板
倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会
で
は
夢

フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ

ン
」
の
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
区
画　

既
存
の　

区
画
（
１
区
画

18

　

㎡
）

20◆
利
用
で
き
る
か
た　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

お
住
ま
い
の
か
た
で
、
農
業
を
趣
味
と
し

て
楽
し
ま
れ
る
か
た
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
１
家
族

１
区
画
で
す
。

◆
利
用
料
金　

年
間
５，
０
０
０
円

◆
利
用
契
約
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日

15

（
火
）
〜
平
成　

年
２
月
末
日
ま
で

17

◆
申
込
方
法　

下
記
申
込
場
所
に
あ
り
ま

す
「
夢
フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
デ
ン
（
貸
し
農
園
）
利
用
申
込
書
」
を

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
抽
選
会
は
申
込
終
了

後
、こ
ち
ら
か
ら
改
め
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

◆
申
込
場
所　

印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持

参
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
時
間
は
両
方
と
も

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

○
夢
フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
「
農
産
物
直
売

所
」（
土
・
日
の
み
）

○
板
倉
町
役
場
産
業
振
興
課（
平
日
の
み
）

◆
申
込
期
限　

３
月　

日
（
金
）

14

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
あ
る
夢

フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
を
管
理
・
運
営
す
る

町
総
合
農
業
振
興
協
議
会
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
資
格
な
ど　

お
お
む
ね　

歳
以
下
の
男

65

女
で
農
業
に
熱
意
の
あ
る
か
た
、
ま
た
農

業
経
験
者

◆
勤
務
期
間　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月　
31

日
ま
で
（
１
年
間
）

◆
勤
務
日　

土
、
日
曜
日
及
び
平
日
２
日

程
度
の
週
４
日

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４

30

時　

分
ま
で

30
◆
勤
務
内
容　

農
産
物
直
売
所
の
管
理
、

運
営
（
農
産
物
の
販
売
な
ど
）。

施
設
内
の
維
持
管
理
全
般
（
除
草
作
業
や

清
掃
含
む
）。

◆
賃
金　

時
給
７
５
０
円

◆
申
込
方
法　

履
歴
書
持
参
の
う
え
、
３

月　

日
（
金
）
ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課

14
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

内
線
１
３
４

夢
あ
る
フ
ァ
ー
ム
に
囲
ま
れ
て

(4)

夢ファームいたくら募集  …４P
産業振興課農業振興係　内線134

役場臨時職員募集  …………５P
総務課職員係　内線114

個人紹介制度  ………………８P
都市開発課ニュータウン推進室 内線162
群馬県板倉ニュータウン販売センター �70- 4051

板倉町役場 �８２－１１１１

新しい発見に わくわく ドキドキ 東京探検  …９P
－飛びだせスクール　板倉中学校－

夢をもつためには  …………９P
－学校が変わる 板中 小此木校長－

統一地方選挙  ………………５P
板倉町選挙管理委員会　�82- 1111

合併浄化槽の補助額変更  …７P
環境課環境衛生係　内線154

生産活動センター臨時職員募集  …５P
板倉町社会福祉協議会　�82- 3900

遊休農地の実態調査  ………８P
農業委員会農地係　内線129

可燃性粗大ごみの受け入れ  …６P
　資源化センター　�82- 5371

小中学校人権作文  …………８P
教育委員会生涯学習係　内線156

群馬県板倉ニュータウン販売センター
�７０－４０５１

税金の口座振替制度  ………６P
税務課諸税係　内線116・117

資源化センター �８２－５３７１

夢
フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
」
利
用
者
募
集
と
臨
時
職
員
募
集

野
菜
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

夢
を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か

合併浄化槽の法定検査実施  …７P
館林保健福祉事務所環境課 �72- 3230
�群馬県環境検査事業団 �027- 237- 5111

環境課環境衛生係　内線154

板倉町社会福祉協議会
�８２－３９００

館林保健福祉事務所環境課
�７２－３２３０

�群馬県環境検査事業団
�０２７－２３７－５１１１
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( 5) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

人
と
自
然
を
愛
す
る
あ
な
た�

お
問
い
合
せ
は

総
務
課
職
員
係　

内
線
１
１
４

役
場
臨
時
職
員
募
集

　

わ
た
ら
せ
自
然
館
の
館
長
を
募
集
し
ま

す
。
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
あ
な
た
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
ら
せ
自
然
館
」
は
、
壮
大
な
自
然

を
も
つ
渡
良
瀬
遊
水
地
の
歴
史
や
自
然
に

関
す
る
展
示
、
板
倉
町
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
像
、
音
楽
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
ま
た
、
蝶
の
標
本
展
示
な
ど
を

す
る
多
目
的
施
設
で
す
。　

熱
意
の
あ
る

か
た
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間　

３
月
３
日
（
月
）
〜
３
月

　

日
（
月
）

17◆
職
種　
「
わ
た
ら
せ
自
然
館
」
館
長

◆
採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

30

時　

分
（
休
館
日
を
除
く
）

15

◆
資
格　

人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き

で
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
自
然
な
ど
に
興
味

を
お
も
ち
の
か
た

◆
申
込
方
法　

役
場
総
務
課
ま
た
は
、
各

公
民
館
に
あ
り
ま
す
「
平
成　

年
度
臨
時

15

職
員
登
録
申
込
書
」
に
記
入
し
、
役
場
総

務
課
職
員
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
し
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
せ
は

板
倉
町
選
挙
管
理
委
員
会　
�
　

－

１
１
１
１

82

統
一
地
方
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
４
月
４
日

（
金
）
に
告
示
さ
れ
、
４
月　

日
（
日
）

13

が
投
票
日
で
す
。
ま
た
、
板
倉
町
議
会
議

員
選
挙
は
、
４
月　

日
（
火
）
に
告
示
さ

22

れ
、４
月　

日（
日
）が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

27

◆
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
か
た

の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、
受
付

期
間
中
、
投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参
の
う

え
、
板
倉
町
役
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

そ
の
旨
を
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙

受
付
期
間　

４
月
４
日
（
金
）
〜
４
月　
12

日
（
土
）　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

30

◎
板
倉
町
議
会
議
員
選
挙

受
付
期
間　

４
月　

日
（
火
）
〜
４
月　

22

26

日
（
土
）　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

30

◆
郵
便
投
票
制
度

　

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
か
た
や
戦
傷

病
の
か
た
は
、
自
宅
か
ら
郵
便
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

板
倉
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
板
倉
町
議
会
議
員 

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

３
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

23

場
所　

中
央
公
民
館
第
１
・
第
２
研
修
室

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

板
倉
町
障
害
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
で
は
、
施
設
で
働
い
て
い
た
だ

け
る
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
各
種
援

護
施
設
の
利
用
が
で
き
な
い
人
の
う

ち
で
、働
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、

い
っ
た
ん
就
職
し
て
も
障
害
が
あ
る

た
め
に
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
人
が

通
所
に
よ
り
社
会
参
加
の
道
を
さ

ぐ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
指
導
・
訓
練

施
設
で
す
。
熱
意
の
あ
る
か
た
、
ぜ

ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限　

３
月　

日（
土
）ま
で

22

◆
職
種　

所
長
兼
指
導
員

◆
採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）
予
定

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午

30

後
５
時　

分
（
休
日
を
除
く
）

15

◆
応
募
資
格　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で

40

60

の
か
た
で
、
障
害
を
持
つ
利
用
者
に

対
す
る
指
導
・
訓
練
の
仕
事
に
関
心

を
お
持
ち
の
か
た
。

◆
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
を
板

倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
板
倉
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会　
�
　

－

３
９
０
０

82

臨
時
職
員
募
集

熱
意
の
あ
る
か
た

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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も
う
こ
れ
で
納
税
を
忘
れ
ま
せ
ん

税
金
の
口
座
振
替
制
度

　

町
税
の
口
座
振
替
制
度
は
、
あ
な
た
の

指
定
預
金
口
座
か
ら
、
金
融
機
関
や
郵
便

局
が
納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
納
税
す
る

便
利
な
制
度
で
す
。
一
度
手
続
き
を
す
れ

ば
翌
年
以
降
も
継
続
さ
れ
、
納
期
ご
と
に

役
場
や
金
融
機
関
へ
出
か
け
る
手
間
が
省

け
る
ほ
か
、
納
税
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
の
で
き
る
税
金
な
ど

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

◆
手
続
方
法

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
役
場
・
金
融
機

関
・
郵
便
局
の
窓
口
へ
預
金
通
帳
、
通
帳

印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。「
口
座
振
替
依
頼

書
」
が
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
口
座
振
替
依
頼
書
の
提
出

　
　
　

↓

②
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
審
査

　
　
　

↓

③
役
場
手
続
き
完
了

　
　
　

↓

④
口
座
振
替
開
始
の
お
知
ら
せ

 
（
お
お
む
ね
依
頼
書
提
出
の
翌
月
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
が
、
金
融
機
関
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。）

◆
取
扱
金
融
機
関

◎
群
馬
銀
行　

板
倉
支
店
、
板
倉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
支
店
、
館
林
支
店
、
館
林
南
支
店

◎
群
馬
板
倉
農
協　

北
支
所
、
東
支
所
、

南
支
所
、
西
支
所

◎
館
林
信
用
金
庫　

板
倉
支
店
、
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店

◎
足
利
銀
行　

館
林
支
店
、
藤
岡
支
店

◎
東
和
銀
行　

館
林
支
店
、
館
林
駅
前
支

店◎
み
ず
ほ
銀
行　

館
林
支
店

◎
中
央
労
働
金
庫　

館
林
支
店

◎
郵
便
局

お
問
い
合
せ
は

税
務
課
諸
税
係　

内
線
１
１
６
・
１
１
７

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

◆
３
月
の
可
燃
性
粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ

（
布
団
類
・
木
製
の
家
具
類
）

◎
直
接
持
ち
込
み
日
（
無
料
）

　

３
月　

日
（
水
）・
３
月　

日
（
水
）

12

26

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

３
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

16

※　

日
（
日
）
は
資
源
物
の
収
集
日
に
あ

16
た
る
た
め
、
午
前
中
の
み
の
搬
入
と
な
り

ま
す
。

◆
大
型
ご
み
処
理
券
ご
利
用
の
か
た
（
有

料
）

◎
申
込
期
限　

３
月　

日
（
木
）（
電
話
で

13

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

◎
調
査
通
知　

３
月　

日
（
月
）

17

◎
調
査
日　

３
月　

日
（
木
）（
職
員
が
ご

20

自
宅
に
伺
い
ま
す
）

◎
収
集
日　

３
月　

日
（
水
）

26

◎
大
型
ご
み

布
団
類
、
木
製
の
家
具
類
、
金
属
製
ご
み

◆
ご
み
の
出
し
方
は

◎
布
団
類　

四
つ
折
り
ま
た
は
六
つ
折
り

に
し
て
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
具
類　

必
ず
壊
し
て
板
の
状
態
に
し

て
ひ
も
な
ど
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
金
属
類　

金
属
以
外
は
な
る
べ
く
取
り

外
し
て
く
だ
さ
い
。

大
き
な
ご
み
の
処
理
の
し
か
た
で
す

可
燃
性
粗
大
ご
み
と
大
型
ご
み
処
理
券

お
問
い
合
せ
は

資
源
化
セ
ン
タ
ー　
�
　

－

５
３
７
１

82
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水
質
汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
浄
化
槽

は
正
し
く
設
置
し
維
持
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
保
守

点
検
業
者
と
契
約
し
て
定
期
的
な
点

検
や
清
掃
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
法
律
（
浄
化
槽
法

第　

条
）
に
基
づ
く
検
査
の
受
検
が

11
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
毎

年
受
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
県
で
は
当
分
の
間
、
お
お
む

ね
５
年
に
１
回
、
地
域
を
指
定
し
、

順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
板
倉
町
に
設
置
さ
れ
て

い
る
す
べ
て
の
浄
化
槽
が
検
査
対
象

と
な
り
、�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業

団
の
検
査
員
が
各
戸
や
事
業
所
に
う

か
が
っ
て
検
査
し
ま
す
。
実
施
の
前

に
は
館
林
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
課

か
ら
、
実
施
案
内
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
検
査
時
期　

４
月
〜
８
月

◆
検
査
料

５
人
槽
〜　

人
槽
…
５，
０
０
０
円

10

　

人
槽
〜　

人
槽
…
６，
０
０
０
円

11

20

　

人
槽
以
上
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

21 浄
化
槽
の
法
定
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

実
状
に
あ
わ
せ
て
引
き
下
げ
ま
す

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の 

補
助
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
、
町
の
浄
化

15

槽
設
置
補
助
金
額
が
次
の
よ
う
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
浄
化

槽
本
体
費
用
の
実
勢
価
格
が
下
落
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
実
状
に
あ
わ
せ
て
引
き
下

げ
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
型
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
営

利
が
絡
む
設
置
で
あ
り
大
幅
改
正
と
な
り

ま
し
た
。

◆
違
反
工
事
に
ご
注
意
を

　

板
倉
町
は
県
境
に
位
置
す
る
た
め
県
外

の
浄
化
槽
工
事
業
者
が
施
工
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
は
、
施
工
す
る
業
者
は
群
馬

県
知
事
の
資
格
業
者
で
な
い
と
違
反
工
事

と
な
る
こ
と
で
す
。

　

違
反
工
事
で
多
い
の
は
、
無
資
格
業
者

が
基
準
通
り
で
な
い
粗
悪
な
工
事
を
し
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
町
に
提

出
す
べ
き
設
置
届
を
し
な
い
で
行
う
無
届

工
事
で
す
。
こ
の
場
合
、
浄
化
槽
補
助
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
う
し
た
違
反
工
事
を
防
ぐ
に
は
設
置

者
（
み
な
さ
ん
）
が
浄
化
槽
を
よ
く
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、町（
環

境
課
）
に
相
談
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と

と
思
い
ま
す
。

◆
保
守
点
検
の
実
施

　

浄
化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
浄
化
槽
の

点
検
、
調
整
、
薬
剤
の
補
給
、
修
理
な
ど

を
行
う
た
め
で
す
。

　

県
に
登
録
し
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
清
掃
の
実
施

　

家
庭
用
の
浄
化
槽
は
、
汚
水
の
中
の
汚

れ
を
１
年
間
（
全
ば
っ
気
型
は
約
６
か
月

間
）た
め
込
む
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
１
年
に
１
回

（
全
ば
っ
気
型
は
２
回
）
の
清
掃
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
法
定
検
査
の
実
施

　

１
年
に
１
回
、
県
知
事
の
指
定
し
た
検

査
機
関
の
行
う
法
定
検
査
（
浄
化
機
能
の

診
断
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
下
欄
参
照
）

◆
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策

◎
流
し
台
の
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
に

水
切
り
袋
や
細
か
い
目
の
網
な
ど
（
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
も
可
）
を
付
け
、
調
理
く
ず

や
食
べ
残
し
を
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◎
食
器
や
な
べ
な
ど
の
油
や
汚
れ
は
、
紙

で
ふ
い
て
か
ら
洗
う
。

◎
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
は
、
流
し
に
捨

て
な
い
で
、
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
回
収
し

ま
す
の
で
随
時
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
洗
濯
に
は
「
せ
っ
け
ん
」
や
洗
剤
（
無

リ
ン
系
の
も
の
）を
正
し
く
計
っ
て
使
う
。

目
分
量
は
使
い
す
ぎ
の
も
と
で
す
。ま
た
、

風
呂
の
残
り
湯
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
水
温

が
高
い
ほ
ど
洗
浄
力
が
増
加
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は

環
境
課
環
境
衛
生
係　

内
線
１
５
４

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
額
変
更

お
問
い
合
せ
は

　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
課

　
�
　

－

３
２
３
０ 

72

　
�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団

　
�
０
２
７－

２
３
７－

５
１
１
１

　

環
境
課
環
境
衛
生
係　

内
線
１
５
４

合併処理浄化槽補助金額

補助金額人槽区分

279, 000円５人槽

360, 000円６～７人槽

477, 000円８～50人槽
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私
は
以
前
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
と
書

い
て
あ
る
バ
ス
が
と
ま
っ
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
バ
ス
の
入
り
口
か

ら
ス
ロ
ー
プ
が
お
り
て
き
て
、
お
年
寄
り

や
体
の
不
自
由
な
人
が
乗
り
や
す
く
な
っ

て
い
る
バ
ス
の
よ
う
だ
。
私
た
ち
に
と
っ

て
何
で
も
な
い
段
差
で
も
、
お
年
寄
り
や

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ

の
段
差
の
上
り
下
り
が
す
ご
く
大
変
な
の

だ
そ
う
だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
ふ
だ
ん
何
気

な
く
使
っ
て
い
る
も
の
で
も
体
の
不
自
由

な
人
に
は
と
て
も
使
い
づ
ら
い
も
の
が
あ

る
ら
し
い
。

　

そ
う
い
え
ば
最
近
、
公
共
施
設
な
ど
で

は
ス
ロ
ー
プ
や
車
い
す
用
の
ト
イ
レ
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
様
々
な
工
夫
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
る
。
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
お
っ
た
人
た
ち
が
、
こ
の
社
会
に
み
と

め
ら
れ
、
便
利
に
く
ら
せ
る
よ
う
に
、
社

会
全
体
で
心
く
ば
り
し
て
き
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
、
私
は
み
ん
な
が
平
等
仲
良
く
く

ら
せ
る
日
が
、
も
う
そ
こ
ま
で
き
て
い
る

と
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
た
。

　
　

世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い

21
る
そ
う
だ
。一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
れ
ば
、

肌
の
色
も
目
の
色
も
喋
り
方
も
関
係
な
く

み
ん
な
で
楽
し
く
す
ご
せ
る
社
会
に
し
て

い
け
る
と
思
う
。

　

人
権
と
は
人
が
人
と
し
て
生
き
る
た
め

の
権
利
だ
と
い
う
。
そ
の
権
利
は
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
あ
っ
て
、

長
く
生
き
て
き
た
お
年
寄
り
に
も
あ
っ

て
、
と
に
か
く
こ
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て

き
た
人
間
の
み
ん
な
に
あ
る
の
だ
。
人
権

は
だ
れ
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
大

切
な
も
の
で
、
力
の
強
い
人
の
勝
手
に
し

て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

　

私
は
強
い
人
が
弱
い
人
を
思
い
や
り
、

弱
い
人
が
助
け
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、

自
ら
も
し
っ
か
り
と
で
き
る
は
ん
い
で
お

返
し
を
し
て
、
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
社

会
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

　

板
倉
町
と
群
馬
県
企
業
局
で
は
、
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
販
売
促
進
施
策
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
宅
地
の
購
入
を
検

討
（
希
望
）
さ
れ
る
か
た
を
み
な
さ
ん
か

ら
ご
紹
介
い
た
だ
く
「
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
宅
地
分
譲
に
関
わ
る
個
人
紹
介
制
度
」

を
始
め
ま
し
た
。

　

制
度
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
紹
介
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
地　

群
馬
県
企
業
局
が
直
接
販
売

し
て
い
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
地

◆
対
象
者　

板
倉
町
民
の
か
た
（
町
及
び

県
の
職
員
を
除
く
）

◆
紹
介
有
効
期
限　

紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
日
か
ら
１
年
間

◆
紹
介
の
成
立　

契
約
締
結
後
に
、
土
地

代
金
の
納
入
、
土
地
の
引
き
渡
し
を
も
っ

て
成
立
と
し
ま
す
。

◆
成
約
謝
礼　

１
件
に
つ
き　

万
円

10

ど
な
た
か
、
い
ま
せ
ん
か
？
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●

●

●
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人
と
し
て
生
き
る
た
め
の
権
利

お
問
い
合
せ
は

都
市
開
発
課
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
室　

内
線
１
６
２

群
馬
県
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー　
�
　

－

４
０
５
１

70

板
倉
町
小
中
学
校
人
権
作
文

　

板
倉
町
農
業
委
員
会
（
根
岸
昭
雄

会
長
）は
、昨
年　

月　

日
か
ら
１
月

12

10

　

日
に
か
け
て
町
、Ｊ
Ａ
群
馬
板
倉
、

15邑
楽
土
地
改
良
区
と
と
も
に
、
遊
休

農
地
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

町
を
８
地
区
に
分
け
８
班
編
制
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

従
事
者
の
高
齢
化
、担
い
手
不
足
、

相
続
に
よ
る
不
在
地

主
の
発
生
な
ど
が
原

因
で
遊
休
化
さ
れ
、
雑

草
が
密
生
し
、
雑
木
が

生
え
て
い
ま
し
た
。
前

回
（
平
成
８
年
）
の
調

査
を
上
回
る
６
３
０

筆（
＋　

筆
）、　
　

30

42
ha

（
＋
２　

）が
遊
休
農

ha

地
で
し
た
。

　

根
岸
会
長
は
「
低
湿

地
帯
に
遊
休
農
地
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

再 
圃  
場 
整
備
が
必
要

ほ 

じ
ょ
う

で
あ
る
。
乾
田
化
を
図

り
、
農
地
の
集
積
に
努
め
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

所
有
者
の
意
向
を
確
認
し
な
が

ら
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
へ

の
農
地
の
貸
し
付
け
な
ど
を
進
め
、

少
し
で
も
多
く
の
遊
休
農
地
を
解

消
、
有
効
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
課
題
で
す
。

「
人
権
の
時
代
」西

小
学
校
６
年

高
瀬
千ち
   
 
佳 か
さ
ん

遊
休
農
地
の
実
態
調
査
を

行
い
ま
し
た

お
問
い
合
せ
は

農
業
委
員
会
農
地
係　

内
線
１
２
９
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先
日
あ
る
本
を
読
ん
で
い
た
時
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
文
章
が
目
に
と
ま
っ
た
。

日
本
の
高
校
生
が
先
進
国
と
呼
ば
れ
て
い

る
国
々
の
中
で
、
一
番
夢
を
持
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　

今
学
校
で
は
、
総
合
学
習
の
時
間
を
中

心
に
し
た
体
験
学
習
を
重
視
し
た
学
習
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
板
倉
中
で
は
２
年
生

が
そ
の
一
環
と
し
て
東
京
探
検
を
行
っ
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
目
標
を
設
定
し

実
際
に
行
っ
て
調
べ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
も
ま
ず
実
際
に
足
を
運

ん
で
、
自
分
の
目
で
確
か
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
次
の
目
標
を
も
つ
た
め
に
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
体
験
す
る
ね
ら
い
で

あ
る
。
ね
ら
い
の
大
小
に
は
か
か
わ
り
な

く
、
考
え
方
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
世
の
中
は
地
球
的
視
野
に
立
っ
た
物

の
見
方
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
地
球
的
な
感
覚
を
身
に
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
球
儀
は
何
が
ど
の
く

ら
い
の
大
き
さ
で
ど
こ
に
あ
る
か
を
明
確

に
さ
せ
て
く
れ
る
。
地
球
は
丸
い
と
い
う

こ
と
さ
え
、
頭
で
わ
か
っ
て
も
実
際
に
目

の
前
で
見
な
い
と
人
間
は
わ
か
ら
な
い
。

　

板
倉
中
で
は
常
に
世
界
を
視
野
に
入
れ

た
夢
の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
学
年
ご
と

に
き
め
細
か
な
指
導
を
取
り
入
れ
た
基
礎

学
力
の
向
上
と
一
人
で
も
多
く
の
生
徒
た

ち
が
自
分
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
夢
を

描
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
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学
校
が
変
わ
る

夢
を
も
つ
た
め
に
は

板
倉
中
学
校
長　

小
此
木　
　

今
年
度
の
方
針

いろいろ体験し、
学習しました

　

板
倉
中
学
校
２
年
生
は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
「
い
た
く
ら
タ
イ
ム
」
の
プ
ラ

ン
学
習
と
し
て
東
京
探
検
を
行
い
ま
し
た
。

首
都
東
京
は
、
現
代
文
化
の
あ
ふ
れ
る
都

市
で
あ
り
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の

東
京
を
訪
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
今

の
文
化
を
体
験
し
、
学
習
す
る
こ
と
を
一

つ
目
の
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。
二
つ
目
の

ね
ら
い
は
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
、
班
ご

と
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
や

責
任
感
を
養
い
、
３
年
生
で
の
京
都
修
学

旅
行
時
の
班
別
行
動
に
つ
な
が
る
場
と
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
電
車
や
バ
ス
を
乗

り
継
ぎ
な
が
ら
目
的
地
に
向
か
い
、
計
画

を
実
行
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

◆「
本
所
防
災
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
人
工
的

に
自
然
災
害
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
ど

ん
な
こ
と
が
い
つ
起
こ
る
の
か
事
前
に
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
と
な

る
と
、
本
当
に
恐
く
て
あ
わ
て
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
恐
さ
に
涙
が
こ
ぼ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
の
対
応
方
法
を
考
え
る
と
い

う
目
的
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
少
し
は
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
め
っ
た
に
で
き
な
い
体
験

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◆ 
逓
信 
総
合
博
物
館
「
て
い
ぱ
ー
く
」
に

て
い
し
ん

は
、
多
く
の
通
信
機
器
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
電
波
に
信
号
を
乗
せ
て
送
る
と
い

う
『
さ
さ
や
き
通
信
』
が　

ｍ
先
に
い
る

10

人
に
ま
で
聞
こ
え
て
不
思
議
で
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
通
信
手
段
を
学
び
、
電
波
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
ご
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

◆「
全
日
空
機
体
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
飛
行
機
が
で
き
る
ま
で
や
ど
の
よ

う
に
し
て
飛
行
機
が
飛
ぶ
の
か
な
ど
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
飛
行
機
が
間
近
に

見
ら
れ
る
の
で
ま
た
行
き
た
い
で
す
。

◆
班
長
が
風
邪
の
た
め
不
在
で
、
し
か
も

２
人
と
い
う
中
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
け

れ
ど
、
計
画
通
り
に
で
き
た
の
は
、
日
ご

ろ
の
経
験
と
細
か
い
下
調
べ
が
ち
ゃ
ん
と

で
き
て
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

板
倉
か
ら
離
れ
て
、
数
々
の
体
験
を
し

た
こ
と
は
、
楽
し
い
思
い
出
と
共
に
、
一

歩
大
人
に
近
づ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
し
い
発
見
に 
わ
く
わ
く 
ド
キ
ド
キ 
東
京
探
検

飛
び
だ
せ
ス
ク
ー
ル　

－

板
中－
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あなたの身近な情報を
お寄せください。
掲載された写真をさしあげます。
役場広報広聴係まで連絡を
お願いします。
�82- 1111（内線）136番

鬼
を
追
い
払
う
ぞ�

雷
電
神
社
、
高
鳥
天
満
宮
で
豆
ま
き
式

　２月３日（月）、毎年恒例の豆まき式が、雷

電神社と高鳥天満宮で行われました。無病息

災や家内安全など様々な願いを込めての「福

は内、鬼は外」の声が境内に響き渡りました。

　雷電神社では、町長はじめ区長・氏子総代

さんたちが、豆まきを行いました。さらに夕

方には、地域の子どもたちも元気に「福は内」

と豆まきをしました。

　また、高鳥天満宮では、大人ふたりが鬼に

ふんして登場。こちらも地域の子どもたちが

「鬼は外」と鬼に向けて豆をまきました。

　２月７日（金）板倉中学校２年生195名（男

99名・女96名）が「立志式」を迎えました。

　坂井 太  樹 さん（朝日野）は「立志式を迎え
たい き

ることは、大人に一歩近づくということです。

今から自立や責任について考えて行かなけれ

ばいけません」と意見発表を行いました。

大人に一歩近づく
平成14年度 板倉町立志式

　昨年12月７日・１月11日（土）東洋大学板

倉キャンパスで、各小学校の５年生が、 高品 
たかしな

 知典 先生の微生物の授業を受けました。
とものり

　嶋田 早  織 さん（板倉）は「ちょっと難しかっ
さ おり

たけど、いろんな微生物のことがよくわかり

ました」と感想を話してくれました。

大学生になったよ�
 東洋大学で小学校５年生が授業 

大きな声で、元気よく
鬼払いをしました

(11) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

　東小学校の５年生たちが、２月７日（金）に

自分たちが育てた大豆でみそづくりを行いま

した。板倉町むらづくり特産品加工組合の荻

野 文 さんと猿山 菊  代 さんが指導してください
ふみ きく よ

ました。使用した大豆は、昨年６月17日に植

え付けたもので、子どもたちが丹精込めて育

て上げたものです。

　お母さんがたにも手伝ってもらいながら、

上手に仕込むことができました。８か月間熟

成します。今からどのように食べるか楽しみ

です。

　１月26日（日）および２月16日（日）に、

利根川・谷田川クリーン運動が行われました。

２日間で、燃えるごみ800㎏、びんかん・資源

ごみ・危険物が1, 230㎏、合わせて２ｔ以上も

のごみが集まりました。

　参加者からは「毎年行っているせいか、年々

ごみが少なくなっていますね」という声が聞

こえました。しかし、さらに一歩進んで「ご

み拾いをしなくていい環境になってもらいた

い」という意見もありました。

火加減を調節するのも
大切な役割の一つです

これでいいですか？
食農教育の一環でみそづくり

きれいなまちに
 利根川・谷田川クリーン運動実施 

拾い集めたごみを町の
ルールに従って分別します
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イ ラスト
コーナー

ふ

ひ
れ
ろ
あ
ば
い

―
現
在
の
お
仕
事
は
？

　

館
林
市
内
に
あ
る
会
社
で
働
い
て
い
ま

す
。
主
に
、
窓
口
業
務
や
経
理
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

―
仕
事
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
て
、
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
？

　

窓
口
業
務
は
、
学
生
時
代
に
ア
ル
バ
イ

ト
で
接
客
し
て
い
た
の
で
す
が
、
経
理
の

仕
事
は
社
会
人
に
な
っ
て
初
め
て
の
内
容

な
の
で
、
毎
日
の
仕
事
が
勉
強
に
な
り
ま

す
。
今
は
、
会
社
で
は
決
算
時
期
な
の
で

毎
日
忙
し
い
で
す
。
数
字
が
合
わ
な
い
と

す
べ
て
の
帳
簿
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
大
変
で
す
。
た
だ
、
職
場
の
か

た
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

映
画
や
買
い
物
な
ど
、
必
ず
出
か
け
て

い
ま
す
が
、
買
い
物
は
ド
ラ
イ
ブ
を
兼
ね

て
行
き
ま
す
。
都
内
以
外
は
、
た
い
て
い

車
が
交
通
手
段
で
す
。
好
奇
心 
旺 
盛
な
の

お
う

か
、
友
達
や
雑
誌
な
ど
か
ら
情
報
を
入
手

す
る
と
、
友
達
を
誘
っ
て
実
際
に
出
か
け

る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
ま
た
、
週
末
に

は
館
林
市
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
、
外
国
人

の
か
た
と
英
会
話
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

い
ろ
い
ろ
な
国
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す

ね
。特
に
行
き
た
い
の
は
イ
タ
リ
ア
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
初
め
て
の
内
容

毎
日
の
仕
事
が
勉
強
に
な
り
ま
す

 小  林  由   佳  さん 
こ ばやし ゆ か

飯野在住。栃木県内にある短大で

は主に英語を専攻。

Ｙｏｕｎｇ
Ｆｒｏｎｔｉｅｒ

ヤングフロンティア

　
．

ひ
な
ま
ち
ゅ
り
さ
ん

PN
山
岸
麻
美
ち
ゃ
ん

　
．

伊
太
利
庵
さ
ん

PN

( 13) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

板倉町の文壇 ぼく・わたしの作品
　
　

●
俳　

句

春
浅
し
ふ
は
り
ふ
は
り
と
熱
気
球 

荒
井　

八
重

春
浅
し
追 
焚 
き
か
く
る
終
ひ 
風  
呂  

三
関　
　

彰

だ 

ふ 

ろ

 
冴 
返
る
山
ま
た
山
の 
谺 
か
な 

新
井　

信
子

さ
え 

こ
だ
ま

同
病
の
話
あ
れ
こ
れ
浅
き
春 

川
野
邉
静
江

寒 
雀 
風
に
従
ひ
斜
め
飛
び 

小
林　
　

滉

す
ず
め

日
お
も
て
を
追
う
て
捉
へ
て 
蒲  
団 
干
す 

栗
原　

敏
子

ふ 
と
ん

節
分 
会  
二  
握 
ぎ
り
す
も
豆
足
ら
ず 

荻
野　

次
雄

え 
ふ
た 
に

汽
車
ご
っ
こ
の 
児 
の
列
に
風
春
浅
し 

矢
口　

慶
子

こ

烈
風
や
群
れ
を
離
れ
ず 
浮  
寝 
鳥 

川
野
邉
巳
代
治

う
き 
ね

 
産  
土 
の 
天  
翔 
け
る 
鳩 
春
き
ざ
す 

小
暮　

与
一

う
ぶ 
す
な 

あ
ま 
か 

は
と

春
浅
き
岸
辺
に
水
の
匂
ひ
か
な 

小
磯　
　

靖

春
浅
し
出
勤
の
子
の
靴 
揃 
へ 

川
野
邉
喜
代
子

そ
ろ

薬
飲
む
児
の
か
た
は
ら
に
寒
い
ち
ご 

藤
野
こ
づ
い

春
浅
き
雀
が
四
五
羽
庭
先
で 

塩
田
嘉
久
子

起
き
際
の 
腓 
が
へ
り
や
春
浅
き 

宮
田　

藤
仔

こ
む
ら

　
　

●
短　

歌

き
さ
ら
ぎ
の
柔
き
土
よ
り
春
を
呼
ぶ

　

も
っ
こ
り
ふ
く
ら
む
も
ぐ
ら
土
盛
る 

よ
し
ば
こ
う

ポ
ケ
ッ
ト
の
銭
で
は
た
り
ず
帰
れ
ど
も

　
 
薔  
薇 
の
ブ
ロ
ー
チ
に
未
練
は
残
る 

渡
辺
初
津
井

ば 

ら

群
が
り
て
鳥
は 
餌 
を
あ
さ
る
が
に

え
さ

　

耕
転
の
後
競
ひ
つ
き
く
る 

真
下
美
津
子

 
大  
寒 
の
夕
べ 
厨 
に
米
を
研
ぐ

だ
い 
か
ん 

く
り
や

　

手
を
切
る
ご
と
き
水
道
の
水
に 

三
関　
　

彰

 
人  
型 
の 
縦  
岩 
に
思
わ
ず
息
を
の
む

ひ
と 
が
た 

た
て 
い
わ

　
 
榛  
名 
神
社
の
裏
に
仰
ぎ
て 

斉
藤　

茂
雄

は
る 
な

 
藤  
村 
の
「
嵐
」
の
一
筋
思
ひ
つ
つ

と
う 
そ
ん

　
 
馬  
籠 
街
道
の 
舗  
道 
を
踏
む 

根
岸　

勝
子

ま 
ご
め 

い
し 
み
ち

帰
郷
せ
し
孫
娘
は
お
年
玉
を

　

長
生
き
し
て
ね
と
そ
っ
と
さ
し
出
す 

大
塚　

利
市

大
根
の
葉
も
す
き
と
お
る
朝
の 
陽 
に

ひ

　
 
寒 
き
わ
ま
れ
る
地
下
足
袋
の
指 

真
下　

明
夫

か
ん

人
間
の
命
は 
斯 
く
も 
脆 
き
か
と

か 

も
ろ

　

先
生
の 
訃  
報 
に
言
葉
も
出
で
ず 

川
野
辺
君
代

ふ 
ほ
う

「 
土  
塊 
の
さ
さ
や
き
」
を
手
に
胸
痛
み

つ
ち 
く
れ

　

突
然
逝
き
し
師
の
文
に 
哭 
く 

根
岸
都
代
子

な

公
民
館
祭
り
に
遠
く
目
に
と
め
し

　

君
の
笑
顔
が
最
後
と
は
な
り
ぬ 

川
島　

ノ
ブ

「
暖
か
く
な
っ
た
ら
歌
会
に
出
ま
す
よ
」
と

　

言
ひ
た
る
君
よ 
寒 
に
逝
き
た
り 

谷
口
恵
満
子

か
ん

　

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
の
か
た
に
図
書

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
４
月
か
ら
は　

名
）

20

問
題　

夢
フ
ァ
ー
ム
い
た
く
ら
の
募
集
区

画
数
は
？
（
４
ペ
ー
ジ
）

①
…　

区
画　
②
…　

区
画　
③
…　

区
画

16

17

18

【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
、
回
答
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
年
齢
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
３
月　

日
（
月
）
ま
で
に
お

17

送
り
く
だ
さ
い
。
※
当
日
消
印
有
効

【
あ
て
先
】
〒
３
７
４－

０
１
９
２

板
倉
町
役
場
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係
へ

【
当
選
者
】
手
島
優
里
花
、
青
木
真
木
子

高
瀬
陽
子
、　
．

ひ
な
ま
ち
ゅ
り
、

PN

根
岸
咲
季 

（
敬
称
略
）

【
先
月
号
の
答
え
】
…
③

広
報
ク
イ
ズ

●こんなところ、がんばりました！
　おひな様とおだいり様の胴の部分は、和紙をちぎって張
り付けたんだ。きれいについているでしょっ！　しかも袋
状になっていて、物がしまえるんだよ。

南保育園ゆり組（平成15年２月撮影）

おひな様とおだいり様
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���　　　　町に対するご意見やご要

望がありましたら、ハガキ、FAX
またはＥメールでお送りくださ
い。ご意見などをお寄せの際に
は、氏名・連絡先などを必ずお書
き添えください。
郵送先　〒374- 0192　板倉町役場
企画財政課「みんなの声」あて
FAX　82-2742
E-mail　info＠town.itakura.gunma.jp

お便りください

あて先はこちら

Our  Vo！ce
Answer  & Ques t i on.  Opi ni on.  Mai l

��
��
��
��
��
��

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問

に
対
す
る
回
答
や
ご
意
見
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

　

子
ど
も
た
ち
（
小
学
生
）
が
、
路
上
や

歩
道
で
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、
一
輪
車
、

自
転
車
な
ど
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す

が
、
危
な
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。
学
校
で

は
許
可
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
名
希
望
）

　

各
小
学
校
と
も
路
上
（
公
道
・
歩
道
を

含
む
）
で
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
・
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
・
一
輪
車
で
遊
ば
な
い
よ
う
指

導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
の
を
許
可
し
て

い
る
の
は
、
３
年
生
以
上
で
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
使
用
し
、
交
通
ル
ー
ル
・
学
校
の
き

ま
り
に
従
っ
て
安
全
に
乗
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
ま
す

が
、
公
道
で
各
種
の
遊
び
が
行
わ
れ
、
な

か
に
は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
認

識
の
な
い
子
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
見
か
け
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

教
育
委
員
会
）

　

私
は
明
和
町
に
住
む
年
寄
り
で
す
が
、

１
月
２
日
の
午
後
７
時
ご
ろ
、
板
倉
東
洋

大
前
駅
の
広
場
で
タ
ク
シ
ー
も
バ
ス
も
な

く
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
私
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
親
切
に
も
車
に

乗
せ
て
い
た
だ
き
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
親
切
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
。
た
だ
一
つ
残
念
な
の
は
、
こ
の
か

た
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
お
礼
を
言
っ
て
い
な

い
こ
と
で
す
。
確
か
飯

野
の
か
た
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お
礼

を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

※
連
絡
先　
�
　

－
０
３
６
０

82

上
田
富
雄
さ
ん
宅
ま
で

交通安全教室で交通ルール
をしっかり学びます

指
導
し
て
い
き
ま
す
が

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も

子
ど
も
た
ち
が
路
上
で
…

危
な
く
な
い
で
す
か

板
倉
町
の
人
に

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

校庭で楽しく安全に
一輪車を練習しています

(15) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
掛
け
橋
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い

※１　ＴＯＥＩＣ
　Test  of  Engl i sh f or  I nt er nat i onal  Communi cat i onの略称
で、国際コミュニケーション英語能力テストのこと。
※２　ＳＲＩＤ婦人会
　Soci et y of  Resear cher s  of  I nt er nat i onal  Devel opment
（国際開発研究者協会）から派生した団体。

外国の小学校と交流を試みた

小早川裕子さん

f ace 顔 

朝日野在住。

16歳から10年間、オーストラ

リアで生活。現地の高校、大

学を卒業した。現在は、東洋

大学板倉キャンパスと千葉工

業大学で、※１ TOEIC の講師を
トーイック

務める。また、わたらせ自然

館で開催されている「英語お

しゃべり喫茶」の講師でもあ

る。今回、バングラデシュ元

駐日大使のハクさんの協力を

得て交流が実現した。

こばやかわ　ゆうこ

　
　

Ｓ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
婦
人
会
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

※２
団
体
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ナ
ラ
ヤ
ン

プ
ー
ル
村
に
小
さ
な
小
学
校
を
建
て
ま
し

た
。
こ
の
学
校
に
登
録
し
て
い
る
子
ど
も

は
、
約
３
０
０
人
い
ま
す
が
、　

人
が
座

30

れ
る
程
度
の
教
室
が
２
つ
し
か
な
く
、
シ

フ
ト
制
で
勉
強
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
日

本
の
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
学
校
を

訪
問
し
て
み
よ
う
」
と
考

え
た
小
早
川
裕
子
さ
ん
。

ま
ず
、
長
男
の 
亮 
く
ん
と

り
ょ
う

次
男
の 
啓 
く
ん
、
啓
く
ん

け
い

の
友
達
の
二
ノ
宮 
康
平 
く

こ
う
へ
い

ん
と
と
も
に
、
昨
年
の　
12

月　

日
か
ら　

日
に
か
け

23

31

て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
と
て
も
貧
し
く

て
不
便
な
国
」と
思
っ
て
い
た
啓
く
ん
は
、

日
本
の
空
港
と
の
違
い
に
と
て
も
驚
き
ま

し
た
。「
首
都
ダ
ッ
カ
の
空
港
は
薄
暗
く
て

何
も
な
く
、
銃
を
手
に
し
た
警
察
の
人
た

ち
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
康
平

く
ん
は
、「
ぼ
く
た
ち
が
食
事
を
し
て
い
る

と
、
ま
わ
り
に
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
て
、
食
べ
残
し
た
鳥
の
骨
ま
で

欲
し
が
っ
て
食
べ
て
い
た
。
と
て
も
驚
き

ま
し
た
」
と
言
い
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を

身
を
も
っ
て
痛
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

中
学
生
の
亮
く
ん
は
、「
も
っ
と
英
語
が

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
勉
強
を
し
た
く
て
も
な
か
な
か
で

き
な
い
。
ぼ
く
た
ち
は
勉
強
を
す
る
の
に

と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る
の
だ
か

ら
、
今
回
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
も
っ
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
」
と
、
意
欲
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
訪
問
は
、物
が

あ
ふ
れ
て
い
る
日
本
の
子

ど
も
た
ち
を
、
物
が
不
自

由
な
国
へ
連
れ
て
行
く
こ

と
に
よ
り
、
何
か
を
考
え

る
い
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
掛
け
橋
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
板
倉
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
こ

の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
、
私
も
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
小
早
川

さ
ん
は
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訪
問
が
、
も
し
町
と
し
て

の
事
業
と
な
っ
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
教
育

効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
板
倉
か
ら
、
世

界
に
目
を
向
け
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　

広
報
編
集
委
員　

石
川
由
紀
子　

ま
ず
、
日
本
の
子
ど
も
と

小
学
校
を
訪
問
し
て
み
よ
う

貧しいけれど、とにかく明るい

何
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば

自
分
た
ち
と

環
境
が
違
う

小早川 亮くん（後列左・中１）、小早川裕子さん（後列右）、
小早川 啓くん（前列左・小６）、二ノ宮康平くん（前列右・小６・海老瀬）

�
�
�
�
�
�
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わ
た
し
た
ち
翔
光
会
は
、
月
２
回
火
曜

日
に
東
部
公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
た
こ
ろ
は
１
曲
弾
け
る
ま
で
に
何

か
月
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
な
ん

と
か
１
か
月
く
ら
い
で
弾
け
る
よ
う
に
ま

で
な
っ
て
き
ま
し
た
。
曲
目
も
童
謡
か
ら

民
謡
、
演
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
と
い
ろ
ん
な
曲

を
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
の
場
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
み

な
さ
ん
に
美
し
い
音
色
を
聞
い
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
年
１
回
の
発
表

会
を
開
く
ま
で
に
な
り
、
み
ん
な
で
楽
し

く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
、
は
じ
め
て
の
か
た
の
た

め
に
２
部
形
式
で
練
習
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
か
た
、
わ
た
し
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
美
し
い
音
色
を
奏
で
て
み
ま

せ
ん
か
。

受　付教材費定員時　　間開　　　　　催　　　　　日開催月館　名

上欄掲載1, 700円30名午後７時～９時10日(木) ･11日(金) ･17日(木) ･18日(金) ･24日(木) ･25日(金)４月中央公民館

４月広報1, 700円30名午後７時～９時13日(火) ･15日(木) ･16日(金) ･20日(火) ･22日(木) ･23日(金)５月東部公民館

５月広報1, 700円30名午後７時～９時17日(火) ･19日(木) ･20日(金) ･24日(火) ･26日(木) ･27日(金)６月南部公民館

６月広報1, 700円30名午後７時～９時８日(火) ･10日(木) ･11日(金) ･15日(火) ･17日(木) ･18日(金)７月北部公民館

 たかが大正琴されど大正琴

   翔  光  会 　　　　      東部公民館
しょう こう かい

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔＬｅｔ’’’’’’’’’’’ ｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ 

ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｊｊｊｊｊｊｊｊｊｊｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙ！！！！！！！！！！Ｅｎｊｏｙ！
気楽に、楽しく、パソコンは友達！

☆
内
容
は
？

　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
通
知

文
や
チ
ラ
シ
、
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
で
家
計
簿
作

成
の
操
作
方
法
を
学

び
ま
す
。

　

各
公
民
館
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
東
部
・

南
部
・
北
部
公
民
館

の
受
付
期
間
に
つ
い

て
は
、
表
中
受
付
欄

の
広
報
紙
に
掲
載
し

ま
す
。
各
館
と
も
定

員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。

☆
申
し
込
み
は
？

　

文
字
入
力
の
で
き

る
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
成
人
の
か
た

が
対
象
で
す
。

☆
対
象
は
？

受付期間　３月11日（火）～

◎中央公民館

　　　　　　　20日（木）まで

(17) 広報いたくら　Ｈ15．３．１

休館日３月
(北)10: 00絵手紙教室４火
(東)10: 00園芸教室６木
(北)13: 30あみもの教室
(北)10: 30さくらがおかおはなし会８土
(南)10: 30Ｍｉｘきゃろっと
(北)13: 30四季の草花教室
(東)10: 00成人講座９日

休館日10月
(南)10: 00プロのそば打ち教室12水
(北)13: 30竹工芸教室14金

休館日17月
(北)9: 30館長杯グランドゴルフ18火
(北)9: 30陶芸教室19水
(南)10: 00プロのそば打ち教室
(北)13: 30あみもの教室20木

休館日（春分の日）21金
休館日24月

(東)9: 30料理教室25火
休館日31月

（東）…東部公民館　（中）…中央公民館
（南）…南部公民館　（北）…北部公民館

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

帆
船
模
型
＆
陶
芸
作
品
展

　

除
川
在
住
の
野
中
源
司
さ
ん
、
岩
田
在

住
の
川
野
辺
光
治
さ
ん
に
よ
る
帆
船
模
型

と
炎
友
会
会
員
に
よ
る
陶
芸
の
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）

１１

16

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
曜
日
午
後
を

除
く
）

場
所　

北
部
公
民
館

３

　かやの木おはなし会は、子どもに絵本

の読み聞かせをしたり、工作をしたりと

楽しく活動しています。わたしたちと

いっしょに活動してくださるかたを募集

していますので、子ども好きなかた興味

のあるかたは、東部公民館へお申し込み

ください。

メンバー募集中！

猫の恩返し 柊あおい

子
ど
も
向
け

きぐるみーず あさおゆうじ

ドラえもん（全３巻） 藤子Ｆ不二雄

トーマス大図鑑  2002～2003 あさおゆうじ

とってもだいすきドラえもん 藤子Ｆ不二雄

仮面ライダー龍騎（完全超百科）

でこぼこフレンズシリーズ 丸山もも子

ルージュ  柳美里

大　

人　

向　

け

精霊流し さだまさし

おわらない夏 小澤征良

しまなみ幻想 内田康夫

別れてよかった 内舘牧子

いくつもの週末 江國香織

白い 薔  薇 の淵まで 中山可穂
ば ら

愛しすぎたら愛は死ぬ 内舘牧子

薔薇いろのメランコリヤ 小池真理子

東部公民館では、新しい本を購入しましたの

でご利用ください。また、リクエストも受け

付けていますので、お寄せください。

　

北
部
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

開
催
し
ま
す
。
青
空
の
も
と
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月　

日
（
火
）
午
前
９
時　

分

18

30

場
所　

多
目
的
広
場
（
北
部
公
民
館
西
）

対
象　

北
地
区
在
住
の
か
た

定
員　
　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

50

費
用　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

受
付　

３
月
９
日
（
日
）
ま
で

　東保育園の園児の作品を展示して

いますので、ぜひご覧ください。

期間　３月５日（水）～20日（木）

※休館日（土曜日午後・月曜日）を

除く　

場所　中央公民館（ロビー）

みんな　がんばりました
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海洋センター
E-mai l ：kai you@t own. i t akur a. gunma. j p

板倉町体育功労者表彰式
中央公民館　18: 00～

第11回春季町民
ソフトバレーボール大会
海洋センター体育館　8: 30～

ス ケ ジ ュ ー ル

第17回邑楽郡親善
ミセスバレーボール大会
板中体育館　8: 30～

２～
３月 火

３
　９ 日

３
　７ 金

３
　２ 日

３
　16 日

３
　23 日

３
　14 金

夜間社会体育施設利用調整会議
海洋センターミーティングルーム
グラウンド10: 00～／体育館14: 00～

第30回春季北関東硬式卓球大会
板中体育館　8: 30～

第11回春季ゲートボール大会
谷田川ゲートボール場　8: 30～

サッカー教室
海洋センター体育館　19: 00～

４～
６月 金

４～
６月 土

ゴルフ教室（第１期）
バーディーゴルフガーデン　19: 30～

弓道教室
藤岡弓道場　19: 00～

弓道教室（前期）

こんなスポーツやってみませんか？こんなスポーツやってみませんか？

日　時　４月～６月　毎週土曜日　全10回

　　　　午後７時～９時

場　所　栃木県藤岡弓道場

参加費　1, 000円（保険に加入）

対　象　中学生以上の男女

申込み　海洋センターへ電話で申込みください。

※詳細は、はがきで通知します。

ゴルフ教室（第１期）
日　時　４月～６月　毎週金曜日　全10回

　　　　午後７時30分～９時

場　所　バーディーゴルフガーデン

参加費　練習使用料として１回あたり1, 000円

対　象　ゴルフに興味のある男女

申込み　海洋センターへ電話で申込みください。

※詳細は、はがきで通知します。

は
じ
め
て
の

ス
キ
ー
だ
け
ど

上
手
に
滑
れ
た
よ

あ
い
て
て
て
・
・
・

ス
キ
ー
教
室
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　
　

〜
２
月　

日
（
日
）・
水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
〜

16

少
し
上
手
に

な
っ
た
で
し
ょ
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乳 幼 児 日 程 表（会場　保健センター）
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３／７（金）北部公民館

　　７（金）保健センター

　　14（金）東部公民館

　　14（金）保健センター

　　28（金）保健センター

４／４（金）北部公民館　　

　　４（金）保健センター

時間　午前10時～11時30分

内容　血圧測定と尿検査。心

と体の健康に関することや食

事の相談

健 康 相 談

リハビリ教室

３／12（水）保健センター

講師　中林正美先生（作業療

法士）

時間　午前10時～11時30分

※初めて参加されるかたは、

あらかじめ保健センターへお

申し込みください。送迎も行

います。

　

板
倉
町
で
は
、
平
成　

年
度
「
婦
人
健

15

康
大
学
」
を
開
催
し
ま
す
。
わ
た
し
た
ち

の
健
康
を
わ
た
し
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。
修
了
者
は
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
〜
平
成　

年
２
月（
月
約
１
回
）

16

場
所　

板
倉
町
・
明
和
町
・
千
代
田
町
の

各
保
健
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

無
料
（
実
習
用
材
料
費
は
各
自

負
担
に
な
り
ま
す
）

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
保

28

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
食
生
活
改
善
推
進
員
：
よ
り
よ
い
食
生

活
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
学
習
し
、
ま
た

地
域
の
か
た
と
食
生
活
改
善
を
通
し
て
健

康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
の
活
動
を
す
る

と
き
、
中
心
に
な
っ
て
活
躍
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
言
語
発
達
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。「
声
や
言
葉
が
出
な
い
」

「
発
音
が
気
に
な
る
」
な
ど
言
葉
の
発
達

や
訓
練
に
つ
い
て
、
言
語
聴
覚
士
が
個
別

に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

３
月　

日（
金
）午
後
１
時
〜
５
時

28

　
　
　
（
時
間
予
約
制
。
１
人　

分
間
）

45

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

山
守
康
広
先
生（
両
毛
整
肢
療
護
園
）

　
「
鼻
水
が
出
た
り
、
せ
き
が
出
る
け
れ

ど
、
予
防
接
種
を
受
け
て
も
大
丈
夫
？
」

な
ど
、
大
切
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に
安
全

に
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
７
日
（
月
）

　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

10

11

30

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
母
子
健
康
手

帳
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
話
の

後
、
希
望
者
に
は
身
長
や
体
重
測
定
と
育

児
や
栄
養
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
測
定
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
「
お
と
な
し
す

ぎ
る
」「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
友
達
や
大

人
と
の
か
か
わ
り
が
下
手
」
な
ど
気
に
な

る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
１
歳
６
か
月
こ

ろ
か
ら
２
歳
こ
ろ
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

期
間　

４
月
〜
平
成　

年
３
月（
毎
月
１
回
）

16

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

ひ
ま
わ
り
学
園
指
導
員

　
　
　

陽
光
園
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

申
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
電
話
も
可
）

正
し
い
予
防
接
種
の
受
け
方

コ
ア
ラ
学
級
（
育
児
学
級
）

平
成　

年
度
婦
人
健
康
大
学

15

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

療
育
リ
ハ
ビ
リ
相
談
会

（
言
葉
）

あ
そ
び
の
教
室
を

開
催
し
ま
す
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　定 例 相 談

主な演奏曲目　革命のエチュード

（ショパン）、大きな古時計ほか

日時　３月15日（土）午後７時開演

場所　わたらせ自然館

チケット代　1, 000円（事前にチ

ケット購入のかたにケーキ付き）

お求め先　わたらせ自然館、町内

各公民館

ゲスト　高橋紘子（トロンボーン）

その他　わたらせ自然館は月・火

曜日が、また各公民館は土曜日の

午後と月曜日がそれぞれ休館です。

問合せ　わたらせ自然館

�82- 1935

３（月）歌、紙芝居

７（金）思い出手形作り

10（月）思い出手形作り

14（金）思い出手形作り

　　　　お別れインタビュー

17（月）思い出手形作り

24（月）ままごと遊び

31（月）自由開放

※なお14・17日は色ぬりをします。

対象　保育園や幼稚園に入園する

前のお子さんとその家族。月曜日

は０～１歳児、金曜日は２歳以上

児がそれぞれ対象

時間　午前10時～正午

※「子育て相談」（電話でも受け付

けています）や自由開放（火～木

曜日は終日、また月・金曜日の午

後）も行っています。

町からのお知らせ

イベント

小島亜紀子
早春ピアノコンサート開催

わたらせ自然館

　３月11日（火）午後１時～３時
　中央公民館
　相談員　森尻光昭 弁護士
　問合せ　総務課
　�内線115

●法律相談

　・毎週月曜日
　　板倉中学校相談室
　・毎週金曜日（３/ 21を除く）
　　中央公民館相談室
※月曜日、金曜日いずれも午後１時
～午後５時
　相談員　石川由紀子
　問合せ　教育委員会
　�内線160
　※相談室直通電話
　�82- 1584（板倉中学校相談室）　
　�82- 0834（中央公民館相談室）

●教育相談

　休館日（原則として月曜日、祝日、
土曜日の午後）を除く、毎日午前８時
30分～午後５時
※なお、土曜日は午後０時30分まで
　問合せ
　・中央公民館　�82- 2435
　・東部公民館　�82- 1241
　・南部公民館　�82- 1424
　・北部公民館　�77- 1855

●くらしの相談窓口

　３月13日（木）・27日（木）
　午前10時～午後４時
　館林市役所２階203会議室
　問合せ
　・館林市役所環境課
　�72- 4111
　・役場環境課
　�内線155

●交通事故相談

　３月３日（月）・４月７日（月）
　午後１時30分～４時
　農業委員会相談室
　農業委員
　問合せ　農業委員会
　�内線130

●農地相談
　３月12日（水）・26日（水）
　午前９時30分～正午
　福祉センター
　問合せ　板倉町社会福祉協議会
　�82- 3900

●心配ごと相談

　毎週月～金曜日（３/ 21を除く）
　午後１時30分～４時
　※電話相談も受け付けています。
　西保育園おやこサロン
　相談員　尾花洋子 保育士
　問合せ   西保育園
　�82- 2014

●子育て相談

３月12日（水）午前10時～正午
中央公民館
相談員　増田富美子 行政相談員
問合せ　企画財政課
　�内線136

●行政相談

　３月12日（水）・26日（水）
　午後１時～３時
　福祉センター
　問合せ　ボランティアセンター
　�82- 3900

●ボランティア何でも相談

　３月11日（火）　午後１時～３時
　館林市城沼公民館
　相談員　ＮＰＯ群馬不動産コンサル
　　　　　ティング協会館林支部会員
　問合せ　館林市城沼公民館
　�71- 0380

●土地・建物何でも相談
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企画財政課　�内線135水道課　�内線151・168

　館林都市計画「用途地域の変更」

が平成15年２月３日決定されまし

た。つきましては、関係図書を縦

覧しますので、ご覧ください。

縦覧場所・問合せ

都市開発課都市計画係

�内線165

　縦覧制度は、納税者のみなさん

がみずからの資産の評価について

検討していただく制度です。平成

15年１月１日現在で板倉町に土地

や家屋をお持ちの固定資産税納税

者に対し、帳簿の縦覧を行います。

縦覧内容　①土地…所在、地番、

地目、地積、価格　②家屋…家屋

番号、種類、構造、床面積、価格

縦覧期間　４月１日（火）～６月

２日（月）※土、日、祝日は除く

持参するもの　印鑑 ※なお、代理

人の場合は、委任状が必要です。

場所・問合せ　税務課資産税係

�内線118

館林都市計画「用途地域変更」
関係図書を縦覧します

都市開発課都市計画係

●日曜日のごみの受け付け

日時　３月16日（日）午前９時～

正午

●たい肥の配布

　土を50㎏に対し、たい肥を10㎏

の割合で混ぜてお使いください。

期間　３月中の土・日・祝日以外

の毎日（ただし３月16日は除く）

※なお、たい肥は、なくなり次第

配布を中止します。

時間　午前９時～午後３時　※な

お、３月16日は午前９時から正午

配布量　１世帯あたり100㎏まで

対象　板倉町に在住のかた

●共通事項

場所・問合せ　資源化センター

�82- 5371

○高瀬利一さん（板倉町大字籾谷

　2150）

　金５万円　教育関係費として

　このキャンプでは日常の生活を

離れ、平地林の豊かな自然の中で

ゆったりと行います。時間やスケ

ジュールは、すべて参加者がみず

から考えて行動するキャンプで

す。自由に伸び伸びとキャンプを

したいかた、ぜひご参加ください。

対象　町内在住の小学４年生～中

学３年生

主な体験内容（予定）　①落葉の中

にテントを立ててみよう　②木か

ら木へ～ターザンになってみよう

～　③火おこしをやってみよう

④トイレを作ってみよう　⑤小麦

粉料理を作ってみよう

期日　３月22日（土）～23日（日）

場所　千代田町新福寺周辺

定員　15名

参加費　500円（保険代・食料費など）

申込み・問合せ　参加希望のかた

は３月14日（金）までに教育委員

会生涯学習係へ電話でお申し込み

ください。申込者には、後日詳し

く連絡をします。

�内線157

日時　３月29日（土）午前10時～

午後３時

場所　館林市文化会館

相談内容

①土地、建物に関する登記や測量、

相続などの問題や手続き

②各官庁への許認可の手続き

③道路や水路の払い下げなど

その他　申し込みは不要で、当日、

相談会場へお越しください。

問合せ　群馬土地家屋調査士会

館林支部副支部長　岡田敏夫

�75- 1008

　３月から４月にかけては、異
動の季節です。水道の使用や休
止が決まったら、早めに役場で
手続きをしましょう。
　詳しくは、水道課までお問い
合わせください。

転入や転出で転入や転出で
水道を使用水道を使用・休・休止するときは止するときは

●日時　３月16日（日）午前８
時30分から　※雨天や強風など
で中止の場合は、21日（金）も
しくは23日（日）に順延
●場所　渡良瀬遊水地全域
※遊水地内立ち入りは禁止

渡良瀬遊水地で渡良瀬遊水地で
ヨシ焼きを行いますヨシ焼きを行います

町からのお知らせ

行 政

日曜日のごみの受け付けと
たい肥の配布

資源化センター

寄付ありがとうございます

サバイバルキャンプに
参加しよう

教育委員会生涯学習係

固定資産の縦覧を
行います

税務課資産税係

登記・行政許認可無料相談会
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　ここ数年、住宅火災において、

高齢者の死者が多発しています。

このような惨事をなくすため「住

宅防火　いのちを守る　三つの習

慣や四つの対策」をポイントに、

住宅火災を防ぎましょう。

●三つの習慣

・寝たばこは、絶対やめる。

・ストーブは、燃えやすいものか

　ら離れた位置で使用する。

・ガスコンロなどのそばを離れる

　ときは、必ず火を消す。

●四つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用

　火災警報器を設置する。

・寝具や衣類からの火災を防ぐた

　めに、防炎製品を使用する。

・すぐに火を消せるように、住宅

　用消火器などを設置する。

・お年寄りや身体の不自由な人を

　守るために、隣近所の協力体制

　をつくる。

●期間中、サイレンが鳴ります

　３月１日（土）から７日（金）

までの春季全国火災予防運動期間

中、毎朝午前７時に町のサイレン

が鳴ります。この運動をきっかけ

に、火災予防にご協力ください。

問合せ　総務課行政防災係

�内線110

～建設課～

◆道路改良工事

○平成14年度　町道１－12号線

　緊急地方道路整備事業(Ａ改築）

    （大字板倉地内）

　◎道路改良工事１－１

　　落札金額　23, 400, 000円

　　落札業者　栗原建設（株）

　◎道路改良工事１－２

　　落札金額　6, 100, 000円

　　落札業者　塩田建設（株）

○舗装新設工事

　◎工事場所　町道1283号線

　　（大字板倉地内）

　　落札金額　1, 150, 000円

　　落札業者　塩田建設（株）

◆浄化槽設置工事

　◎工事場所　下五箇町営住宅

　　（大字下五箇地内）

　　落札金額　6, 500, 000円

　　落札業者　福地建設（有）

　◎工事場所　海老瀬町営住宅

　　（大字海老瀬地内）

　　落札金額　6, 500, 000円

　　落札業者　三郷建設工業（株）

◆用地測量業務委託

　◎測量場所　町道4077号線外

　　（大字海老瀬地内）

　　落札金額　1, 650, 000円

　　落札業者　北関東設計測量（株）

　◎測量場所　町道1056号線

　　（大字籾谷地内）

　　落札金額　1, 500, 000円

　　落札業者　東毛測量設計（株）

　◎測量場所　 町道1234号線外

　　（大字岩田地内）

　　落札金額　600, 000円

　　落札業者　（有）鈴木測量事

　　　　　　　務所

◆道路改良工事

○道路改良工事

　◎工事場所　町道1077号線外

　  （大字岩田地内）

　　落札金額　6, 200, 000円

　　落札業者　栗原建設（株）

　◎工事場所　町道２－17号線

　  （大字西岡新田地内）

　　落札金額　3, 730, 000円

　　落札業者　福地建設（有）

○舗装新設工事

　◎工事場所　草倉地区

　　（大字岩田地内）

　　落札金額　5, 450, 000円

　　落札業者　栗原建設（株）

　◎工事場所　町道3085号線外

　　（大字板倉地内）

　　落札金額　1, 450, 000円

　　落札業者　塩田建設（株）

～産業振興課～

◆平成14年度小規模土地改良事業

　 亥  之  子 地区排水路工事
い の こ

　◎工事場所　大字板倉地先

　　落札金額　4, 700, 000円

　　落札業者　塩田建設（株）

～教育委員会～

◆平成14年度板倉町東部会館解体

　工事

　◎工事場所　大字海老瀬地内

　　落札金額　4, 850, 000円

　　落札業者　三郷建設工業（株）

内容　看護全般について

対象　一般のかた

開催期日・場所・定員

時間　午前９時～午後３時30分

主催　群馬県看護協会館林地区支部

その他　高校生の「ふれあい看護

体験」は７月下旬開催予定

申込み・問合せ　４月14日（月）

までに、参加者の住所、氏名、電

話番号、参加希望日を明記のうえ、

館林市保健福祉センター（担当：

今井）へ、はがきもしくはファッ

クスでお申し込みください。

〒374- 0029　館林市仲町14- 1

�74- 5155

�75- 6555

入札結果

　春の全国火災予防運動

ふれあい看護体験

定員場所（所在地）日程

10名館林厚生病院（館林市）５／22
（木）

３名館林記念病院（館林市）

５／23
（金）

３名新橋病院（館林市）

２名海宝病院（館林市）

２名蜂谷病院（大泉町）

３名新邑楽病院（邑楽町）

３名慶友整形外科病院（館林市）６／４
（水）
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資格　高校卒業以上の18歳～22歳

までで、年間を通して働けるかた

募集人員　１名

応募期間　３月10日（月）～14日

（金）

提出書類　履歴書

その他　①勤務時間は午前８時30

分～午後５時15分　②初歩的なパ

ソコン操作や現場作業あり　③採

用予定日は平成15年４月１日

申込み・問合せ　邑楽土地改良区

�82- 0518

　障害者に対する理解を深め体験

学習の技術を身につけるため、福

祉体験学習ボランティア講習会を

開催します。

内容　ブラインドウォーク、車い

す、高齢者疑似体験の技術を身に

つける。

対象　一般町民のかた（福祉体験

学習ボランティア活動に関心のあ

るかた）

定員　20名

日時　３月16日（日）午後１時30

分～３時

場所　板倉町総合老人福祉センター

参加費　無料

申込み　３月1３日（木）までに、

板倉町社会福祉協議会（板倉町総

合老人福祉センター内）へ電話で

お申し込みください。

�82- 3900

邑楽土地改良区で働く
臨時職員を募集します

邑楽土地改良区

募集職種　看護師・准看護師

募集人員　いずれも若干名

資格　看護師・准看護師の有資格

者のかた

応募期間　３月31日（月）まで

※ただし土・日曜日を除く

提出書類　履歴書、看護師・准看

護師免許の写し

試験　面接　※随時行います。

その他　賃金は資格などによる

申込み・問合せ　館林厚生病院総

務課

�72- 3140

対象者　妊娠、出産、育児または

介護を理由に退職し、再就職を希

望するかたで、現在、仕事をして

いないかた

支援内容

①再就職の準備に役立つ情報誌

「Ｒｅ・Ｂｅ（リ・ビー）」や事務

所通信「みやま」の送付

②再就職の準備についての「個別

相談」など

申込み・問合せ　登録に伴う費用

は無料ですので、まず�21世紀職

業財団群馬事務所へお問い合わせ

ください。

�027- 223- 2023

日時　３月８日（土）午後１時30分

場所　板倉町中央公民館

内容　講演「学校を基地に、みん

なが楽しむまちづくりを！」

講師　岸　裕司さん

国・県などからのお知らせ

募 集

講習内容　①視覚障害者の現状と

福祉対策などについて　②点字図

書館と奉仕活動　③朗読（音訳）

の基礎理論と実践

受講定員　30人程度（選考）

養成期間・時間

①基礎編…５月～７月（毎週月曜

日午後１時～４時まで計12回）

②応用編…８月～12月（毎週月曜

日午後１時～４時まで計９回）

場所　群馬県社会福祉総合セン

ター（前橋市）

受講料　無料

問合せ　応募要領など詳しくは、

板倉町社会福祉協議会（板倉町総

合老人福祉センター内）へお問い

合わせください。

�82- 3900

　普段社会人として働いているみ

なさんがお持ちの技能を予備自衛

官補として自衛隊の業務にいかし

てみませんか。

資格　①一般公募…18歳以上34歳

未満のかた　②技能公募…18歳以

上で、別に定める国家免許資格な

どをお持ちのかた（詳しくは、募

集要項などでご確認ください）

試験日　４月19日（土）～21日（月）

のうち、いずれか１日

申込み・問合せ　所定の出願用紙

にご記入のうえ、４月11日（金）

までにお申し込みください。

・自衛隊群馬地方連絡部太田出張所

�45- 5563

・町民生活課戸籍整備係

�内線123

臨時職員として働く
看護師・准看護師を募集

館林厚生病院

ボランティア講習会に
参加しませんか

板倉町社会福祉協議会

平成15年度朗読奉仕員
養成講座受講者を募集

板倉町社会福祉協議会

予備自衛官補を
募集します

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所

再就職希望登録者支援事業
登録を受け付けています

�21世紀職業財団群馬事務所

板倉町生涯学習研究大会
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●「コレクションへの扉」展示替

えのお知らせ

内容・開催期間

①「日本画に描かれた動物」※開

催中～３月30日（日）

②「マティスとピカソ」３月４日

（火）～30日（日）

※現代の彫刻／エコール・ド・パ

リの作家たち／日本の近代美術／

現代の美術を同時に開催します。

開館時間　午前９時30分～午後５

時（入館は午後４時30分まで）

休館日　毎週月曜日

観覧料　一般200円（160円）、大高

生100円（80円）

※（　）内は20名以上の団体割引

料金。また、中学生以下、障害者

手帳をお持ちのかたとその介護者

一名のかたは無料

●子どもギャラリートーク

内容　館内展示作品の解説

期日　毎週土曜日

参加方法　直接会場にお集まりく

ださい。

時間　午後２時～（30分程度）

●共通事項

場所・問合せ　群馬県立館林美術

館（館林市）

�72- 8188

日時　３月15日（土）午後１時～

※入場は午後０時30分～

場所　北川辺町民体育館（北川辺町）

内容

①講演「ウインブルドンの風に誘

われて～世界を相手に戦った軌跡

～」沢松 奈  生  子 先生
な お こ

② 彩 の国アーティストコンサート
さい

※チェロ・フルート・ピアノの演奏

入場料　無料

問合せ　北川辺町教育委員会

�0280- 62- 1710

　当座預金、普通預金、別段預金

については、平成17年３月まで全

額保護されます。また、定期預金

などについては、これまで同様、

元本1, 000万円までとその利息な

どが保護されます。それを超える

部分は、破綻金融機関の財産の状

況に応じて支払われます。なお、

詳しくはお問い合わせください。

問合せ

・預金保険機構

�03- 3212- 6029

・財務省関東財務局

�048- 600- 1146

沢松奈生子講演会と
コンサートを開催します

北川辺町教育委員会

　ウエストナイル熱とは、蚊を媒

介して人に感染する病気であると

分かっていますが、アメリカでは

この病気が流行し、昨年200人以上

のかたが亡くなりました。また、

人に先立ち、カラスの死亡が多く

見られたとの報告があります。

　これまで国内において、この病

気は発生していませんが、国際化

の進んだ今日では油断は禁物で

す。そこで、群馬県ではウエスト

ナイル熱の進入監視を始めます。

死亡したカラスを発見したかた

は、館林保健福祉事務所など最寄

りの保健福祉事務所へご連絡くだ

さい。

　なお、ウエストナイル熱で死亡

したカラスに触れても感染する危

険性はありませんが、素手では触

らないようにしましょう。

問合せ

・群馬県庁保健予防課

�027- 226- 2609

・館林保健福祉事務所

�72- 3230

ウエストナイル熱の流行の
監視を始めます

群馬県庁保健予防課

国・県などからのお知らせ

その他 「コレクションへの扉」の
展示替えなどを行います

群馬県立館林美術館

預金保険法が改正
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休祝日当番医（電話で確認してから受診してください）

�田 翔 太   くん

しょう た

（一浩・文江 夫妻）

12月26日生まれ

12・26（一浩・文江）� 田 翔  太 
しょう た

１・２(竜也・泰子）加 藤 隼  人 
はや  と

１・１(秀徳・理恵）鯉 沼 泰  亮 
たい  すけ

１・４(英明・明子）塚 田 昂  希 
こう き

１・７（ 哲 野   ・由里子）
てつ や

須 藤 雪  乃 
ゆき の

１・13（一康・千浩）川 辺 雄  紀 
ゆう き

１・16（達郎・典子）中 村 美  友 
み ゆ

１・14（雅宏・由美子）高 � 蒼  眞 
そう ま

１・18（博文・悦子）田 口 莉  子 
り こ

１・17（ 淑 博   ・くみ子）
よし ひろ

長 沢 洵  花 
しゅん か

１・22（隆浩・ 圭 美   ）
たま み

國 府 千  里 
ち さと

（88）蓮 見 と の

（89）高 野 彦 市

（58）森 山 忠 二 郎

（86）小 島 た け

（82）荒 井 か の

（76）永 � 金 雄

（78）矢 口 か よ

（71）荒 井 久  七 
きゅう しち

（82）小 島 あ き

（94）小 島 喜 平

（71）今 井 義 正

（76）� 井 ち い

（92）小 林 の ぶ

（69）新 井 安 次

（85）滝 澤 � 治

※他市町村へ届け出をして、このコー
ナーに掲載を希望されるかたは、町民生
活課へ申し出てください。また、この
コーナーに掲載を希望しないかたも申
し出てください。

ぼくの名前は、大きな夢に羽ばた

いて欲しいという願いからつけて

くれたんだって。パパは大のサッ

カー好きで、お姉ちゃんもサッ

カーをやっているよ。ぼくも大き

くなったら、サッカーやるんだ。

ポジションはゴールキーパー。少

しの間は、家の中でサッカーの練

習をするけど、ママいいよね。

　次の内容で誤字・脱字がありました。

●広報２月号10ページのふるさとカレン

ダー入選者一覧表

　正しいお名前は、次のとおりです。

・12月掲載…橋本常次郎さん

・３月掲載…杉田貴子さん

●平成14年度ふるさとカレンダー

・２月２日および９日の六曜は、それぞれ

「友引」および「先負」でした。

・３月のページに掲載の翌月（平成15年４

　月）分のカレンダーは、火曜日から始ま

　ります。

　以上ですが、関係されたみなさんに深く

お詫び申し上げ、ここに訂正させていただ

きます。

お詫び申し上げます

大　野　明　男
荒　井　まり子
（旧）

（
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　池沼、川岸、水湿地に最も多い植物。多年

草で、径２cmにもなる。太い根茎が地中をは

い回り、高さ１～３ｍになり、大群落となる。

茎は硬く、かつては冬に刈り取ってよしずが

作られた。ヨシやマコモのように、根は水底

に固着し、茎葉の一部は水上に抜きでる植物

を 抽水 植物という。川岸にはかつては、ヨシ
ちゅうすい

がどこにでも茂り、水質の浄化、水生植物の

繁殖の場として、生態系が維持された。

　日本名は、 蘆 。すなわち、 桿 の変化したも
あし はし

のと考えられ、節のある茎、つまり 稈 を意味
かん

し、アシの音が悪しに通ずるのを避けてヨシ

と呼ぶようになったといわれる。

（板倉町植物調査専門員　松澤篤郎）

ヨシ（アシ）
（いね科）

人　口 16, 448人（＋６）
　男          8, 200人 （＋３）
　女          8, 248人 （＋３）
世帯数 4, 736世帯（＋９）
（　）内は前月比
平成15年２月１日現在

秘 宝
板倉町長　針ヶ谷照夫

　１月26日は、貴重な文化財を火災か
ら守ろうと「文化財防火デー」として
定められており、板倉町でも当日、消
防団をはじめ、雷電神社関係者などに
よる模擬火災訓練が行われました。
　また現在、板倉町に 遺 る貴重な文化

のこ

財をもっと知ろうと「板倉学講座」が
行われており、既に２月の講座は終了
しましたが、３月には「 赤  城  塚 古墳と

あか ぎ づか

出土 三角縁  仏獣鏡 」、中空大土偶で有
さんかくぶち ぶつじゅうきょう

名な「板倉遺跡」、「離山貝塚からみた
縄文海進」の三講座があります。
　自信を喪失している日本人に、フラ
ンスの文学者オリヴィエ・ジェルマン
トマは、その著「日本待望論」のなか
で「日本のみなさんは自分がいかなる
秘宝の上に座しているのか本当に自覚
しているのか」と訴えております。
　板倉町には他に比しても、貴重な文
化財が数多く遺されていますが、これ
らはまさしく私たちにとっては秘宝で
あり、大いなるロマンを感じます。
　この講座、ぜひ多くのかたに参加を
していただければと願っております。

貴重な文化財を、知り、学び、そして守る

�
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「
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